
為替週間展望＝ドル円は高値圏でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［１１月３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 27 日～ 10 月 31 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  153.01   154.45(30)    151.54(29)    154.34   +1.48

ユーロ・ドル  1.1627   1.1669(28)    1.1547(30)    1.1556   -0.0071

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    52,411.34    +3111.69     日本10年債利回り   1.663   +0.004

ダウ平均株価    47,522.12     +315.00     米10年債利回り     4.097   +0.096

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３日　　豪９月住宅建設許可件数

　　　　中国１０月レイティングドッグ製造業ＰＭＩ

　　　　スイス１０月消費者物価指数

　　　　独１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月ＩＳＭ製造業景況指数、米９月建設支出

４日　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　カナダ９月貿易収支

　　　　米９月貿易収支、米９月製造業受注

５日　　ＮＺ第３四半期雇用統計

　　　　中国１０月レイティングドッサービス業ＰＭＩ

　　　　独９月製造業受注指数

　　　　独１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　英１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏９月生産者物価指数

　　　　米１０月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米１０月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米１０月ＩＳＭ非製造業景況指数

６日　　豪９月貿易収支

　　　　独９月鉱工業生産指数

　　　　スイス１０月雇用統計

　　　　ユーロ圏９月小売売上高

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米第３四半期非農業部門労働生産性指数、米新規失業保険申請件数

　　　　カナダ１０月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

７日　　日本９月勤労者世帯家計調査

　　　　中国１０月貿易収支

　　　　独９月貿易収支

　　　　カナダ１０月雇用統計

　　　　米１０月雇用統計　

　　　　米１１月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

９日　　中国１０月消費者物価指数、中国１０月生産者物価指数

※米政府機関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性がある。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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【前回のレビュー】高市トレードにより、円は売られやすい地合いが続くとみられる。

一方で、米国では政府機関の一部閉鎖が継続している。米中関係の不透明感もあり、ド

ルは上値を抑えられやすい展開となりそうだ。ＦＯＭＣや日銀会合次第で上下に振幅す

る可能性もあり、１５１～１５３円台のレンジを軸とするもみ合いになるとした。

　　　　

【ＦＯＭＣと日銀会合通過でドル高円安】

　１０月２７日以降のドル円は米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）や日銀金融政策決定

会合といった重要イベントを控えて、１５１～１５３円台での推移が続いた。

　　

　１０月２８～２９日に開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、市場予想

通り０．２５％の利下げが決定した。また、バランスシートの縮小となる量的引き締め

（ＱＴ）を１２月１日で終了することも決めた。なお、ミラン理事は０．５％の利下げ

を主張する一方で、カンザスシティ連銀のシュミッド総裁が据え置きを主張するなど見

解が大きく分かれた。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長は記者会見で、「今後もデータや経

済見通しなどに基づいて政策決定をしていく」「インフレと雇用減速の２つのリスクに

直面している」「次回１２月会合での対応を巡っては異なる意見が出た」などと述べ

た。

　　

　さらに「１２月会合での利下げは既定路線ではない」「あらかじめ決まった道筋はな

い」と１２月の会合での過度な利下げ期待をけん制した。パウエル議長の発言を受け

て、ドル買いの動きとなって、ドル円は１５３円台前半まで上昇した。

　　

　３０日の日銀金融政策決定会合の結果発表では政策金利は据え置きとなった。利上げ

が見送られたことで、円売りに傾いた。利上げ主張が前回と同じ高田委員、田村委員に

限られ、市場が期待した人数の増加が見られなかったことや、展望レポートでの２０２

５年物価見通し中央値が前回７月分の発表と同じ水準となったことで、日銀の利上げ期

待が後退して円売りを誘った。

　　

さらに植田日銀総裁の記者会見では、「基調物価やコアＣＰＩ、見通し期間後半には物

価目標とおおむね整合的な水準で推移」「通商政策の影響めぐる不確実性がなお高い状

況が続いている」「政府と連絡密にし、意思疎通図る必要は認識している」「目先の焦

点としては春闘の最初の動きが見たい」などと述べた。さらに「利上げの是非やタイミ

ング、現時点で予断持っていない」との見解を示し、追加利上げに前向きな姿勢を示さ

なかった。このため、円売りが進んで、ドル円は１５４円台半ばまで上値を伸ばした。

　　

【民間部門の経済指標に注目】

　政府機関の一部閉鎖が続く中、１１月３日の週は民間部門の経済指標を中心に注目を

集めることとなりそうだ。３日に米１０月製造業ＰＭＩ確報値、米１０月ＩＳＭ製造業

景況指数、５日に米１０月ＡＤＰ雇用統計、米１０月サービス業ＰＭＩ確報値、米１０

月ＩＳＭ非製造業景況指数などが注目される。

　　

　３日の米１０月ＩＳＭ製造業景況指数の事前予想は４９．２で、前回の４９．１を上

回る見込み。５日の米１０月ＡＤＰ雇用統計の事前予想は前月比２．５万人増となり、

前回の３．２万人減から改善の見通し。米１０月ＩＳＭ非製造業景況指数の事前予想は

５１．０で前回の５０．０から改善する見通し。

　　

　日銀の植田総裁が利上げに前向きな姿勢を示さなかった。高市政権の成立間もない時

期でもあり、政権への「配慮」もあって利上げが見送られた可能性もある。植田総裁の

示した日銀のこうした姿勢を受けて、円は売られやすい地合いが続く可能性がある。一

方で、ＦＯＭＣ後の記者会見でパウエル議長は過度な利下げ期待をけん制しており、ド

ルは堅調な地合いを見せている。

　　

　今後は民間部門の経済指標に左右されやすい展開が続きそうだ。ただ、ＦＯＭＣと日

銀会合というイベントを通過したことで、ドル高円安の動きも徐々に落ち着きを見せ、

高値圏でのもみ合いになるとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１５１．００～

１５６．００円。

　　



　日米の経済指標やイベントとしては、３日に米１０月製造業ＰＭＩ確報値、米１０月

ＩＳＭ製造業景況指数、米９月建設支出、４日に米９月貿易収支、米９月製造業受注、

５日に米１０月ＡＤＰ雇用統計、米１０月サービス業ＰＭＩ確報値、米１０月ＩＳＭ非

製造業景況指数、６日に米第３四半期非農業部門労働生産性指数、米新規失業保険申請

件数、７日に日本９月勤労者世帯家計調査、米１０月雇用統計、米１１月ミシガン大学

消費者信頼感指数がある。

　　

【ＥＣＢ理事会では政策金利は据え置き】

　３０日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）の理事会では政策金利は、市場予想の通りに据え置

きとなった。据え置きは３会合連続となる。ＥＣＢの声明では、「中期的にインフレ率

が２％目標で安定することを確実にする決意」「適切な金融政策スタンスを決定するた

め、データ依存かつ会合ごとのアプローチを継続する」「特定の金利経路を事前約束し

ない」などとしている。

　　

　ラガルド総裁の記者会見では、「コアインフレは２％目標と整合的。成長に対する下

振れリスクの一部は緩和された」「ＥＣＢは現在、好位置にある」などと述べ、いまは

追加の行動は不必要との認識を示唆した。

　　

　こうした中、ユーロドルはドルの堅調さなどから上値重く推移している。テクニカル

的には２１日移動平均線や５日移動平均線に上値を抑えられており、軟調な流れが継続

するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１４００～１．１７００ド

ル。

　　

　ポンドドルは英国の財政懸念や２２日の英９月消費者物価指数が市場予想を下回った

こと、ドルの堅調さなどを背景に軟調な動きを見せた。１．３２ドルを割り込むなど下

落基調が続いている。経済指標としては、英１０月製造業ＰＭＩ確報値、英１０月サー

ビス業ＰＭＩ確報値などに左右されるとみられる。

　　

　６日の英金融政策委員会（ＭＰＣ）では、政策金利は据え置きの見通しだが、経済指

標の弱さが続くと利下げ期待が高まる可能性がある。ポンドドルは５日移動平均線に上

値を抑えられて、一段と下値を探る展開が見込まれる。ポンドドルの目先の予想レンジ

は、１．３０００～１．３４５０ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標は、３日に豪９月住宅建設許可件数、中国１０月レイティ

ングドッグ製造業ＰＭＩ、独１０月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ

確報値、４日に豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、５日にＮＺ第３四半期雇用統計、中国１０

月レイティングドッグサービス業ＰＭＩ、独９月製造業受注指数、独１０月サービス業

ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏９月生産者物価指

数、６日に豪９月貿易収支、独９月鉱工業生産指数、ユーロ圏９月小売売上高、７日に

中国１０月貿易収支、独９月貿易収支、カナダ１０月雇用統計、９日に中国１０月消費

者物価指数、中国１０月生産者物価指数などがある。
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